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工事監査結果報告書 
 

 

 

１ 監査の目的 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第１項、第２項及び第４項並

びに文京区監査基準（令和２年 1月監査委員決定）及び令和２年度文京区監査基本

計画の規定により、令和２年度工事監査を実施した。 

 

２ 監査の対象及び監査対象部署 

工事監査実施標準（別紙）に基づき、令和元年度に完了した工事及び令和２年度

に施工している工事のうち、次の２件を監査の対象とした。 

①文京シビックセンター非常用発電機設置その他改修工事 ＜施設管理部保全技

術課＞ 

②公園再整備工事（文京区立六義公園） ＜土木部みどり公園課＞ 

 

３ 監査の実施期間 

令和２年９月２９日から令和２年１２月２５日まで 

(1) 監査対象部署への事情聴取  令和２年１０月２７日 

(2) 技術士による工事技術調査 ①令和２年１１月３０日 

②令和２年１１月２０日 

(3) 監査委員による実地監査   (2)と同じ 

 

４ 監査の着眼点 

別表「工事監査の着眼点」に基づき、対象工事における計画、設計、積算、施工、

維持管理、工務（契約、事務処理）について、主に技術面から工事が適正に行われ

ているかという観点を主眼として、経済性、効率性及び有効性の観点にも留意して

監査を実施した。 

 

５ 監査の実施内容 

関係者に対する事情聴取、現地調査を行うとともに、公益社団法人大阪技術振興

協会に委託した工事技術調査結果等を参考に監査を実施した。 

 

６ 監査の結果 

 

(1) 文京シビックセンター非常用発電機設置その他改修工事 

ア 工事の概要 

本工事は、文京シビックセンター改修基本計画に基づき、文京シビックセン

ターにおける非常時の電力供給期間を延長するとともに、電力供給範囲を拡大

するため、既設の非常用発電設備に加え、新たに非常用発電機及び燃料供給用

オイルタンクの設置等を行ったものである。 
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令和２年 11月 30日現在 

契約金額 810,000,000円 （消費税込み） 

工期 平成 30年 10月１日～令和３年３月 16日 

受注者 関電工・松下産業・北陸建設共同企業体 

工事概要 

非常用発電機、燃料供給用オイルタンク等の設置 

停電・浸水時における電源確保システム構築のための幹線ケーブル

敷設等 

工事場所 文京区春日一丁目 16番 21号 

工事進捗率 95% 

 

イ 監査結果 

本工事の計画、設計、積算、施工、維持管理、工務について調査した結果、

過大な設計や積算、不適切な工事は認められず、おおむね妥当な執行である。 

 

(ｱ) 計画について 

ａ 事前の調査、研究 

本工事は、文京シビックセンター改修基本計画の策定や本工事の設計業

務委託の中で調査、研究を行った上で実施されている。 

ｂ 施工目的に即した計画 

新設の非常用発電機は、水害による水没がないよう３階に設置され、施工

後は、既設の非常用発電機の機能は新設の発電機に移行し、地下に設置され

ている既設の発電機は新設のバックアップ用として利用される。また、神田

川及び隅田川水系の大雨による河川増水を想定して、屋外にある新設発電

機用燃料タンクの給油口位置を浸水想定高さ以上に設置するなど、浸水時

も影響なく発電機が使用できるものとなっており、施工目的に即した計画

である。 

(ｲ) 設計について 

ａ 設計、積算の合理性、経済性 

設計、積算は委託であるが、受託者との協議や調整は適切に行われている。

また、本工事では標準仕様品に代替可能な特殊仕様品は使用されておらず、

経済性等の観点から適切といえる。 

ｂ 設計、積算の確認体制 

設計、積算のチェック体制は、起工書の決裁前に担当者、担当主査が計画

担当主査、担当課長に図面と内訳を説明し質疑等を行うことによりチェッ

クしており適切である。 

(ｳ) 積算について 

積算は、東京都財務局工事積算標準に基づいて行われている。単価表は発

注時の実勢価格を反映した最新のものが適用され、単価表や物価資料等に

より価格を見積もることができない品目については、原則３社以上のメー

カー見積もりを徴し、その平均価格を採用している。間接工事費及び諸経費

の積算の考え方は、直接工事費に対する諸経費率による計算がされており、

いずれも積算基準に基づいた積算である 
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(ｴ) 施工について 

ａ 施工状況 

施工計画書は、設計図書と整合しており、設計図や施工計画書どおりに施

工されている。施工計画に変更の必要が生じた場合は、定例会議にて都度協

議し、変更図面を作成している。 

また、非常用発電機、電気設備の配線、盤、地下燃料タンク、燃料配管等

の設置及び施工の状況は適正であり、施工に不良な部分は見られない。 

工程管理についても、定例会議、工程表により作業実績、作業予定の確認

が適切に行われている。 

現場の安全管理については、日常的な啓発、教育、巡回など適切に行われ

ている。 

ｂ 品質管理 

工事記録写真は、施工順、業種ごとに整理されており、工事完了後では確

認できない隠ぺい部分や、建設業許可証、施工体系図等の掲示物が確認でき

るようになっている。 

非常用発電機は、メーカーによる試験成績書及び品目により工場立会検

査にて品質を確認しており、現場で再組立てを行う場合は、工場から派遣さ

れた指導員の指導に基づき適切に作業を行っている。 

(ｵ) 維持管理について 

維持管理については、文京シビックセンター改修基本計画に規定された

「計画的・効率的な改修等により経費の縮減を図るとともに建物の健全性

を確保する」視点に基づき、日常点検により異常を速やかに把握し、修繕対

応することによって長寿命化に努めることとされ、経済性、効率性の面から

適切である。 

(ｶ) 工務について 

受注者が行う諸官庁等への工事施工に関する届出については、監督職員

が官公庁届出書類一覧表を確認し、届出漏れの有無や届出時期を確認して

おり、適切に行われている。 

 

ウ 意見 

災害時や異常時における非常用発電設備の不具合も想定されることから、災

害・事故対応等を追加した新たなマニュアルを整備し、不具合時は常駐する電

気主任技術者により適切に対応することが重要である。 

 

 

(2) 公園再整備工事（文京区立六義公園） 

ア 工事の概要 

 六義公園は、区立公園として開園後４０年以上が経過し、園地、遊具、トイ

レ及びその他公園施設の機能的劣化が進行している状況であった。このため、

老朽化した公園施設の更新に加え、新たな利用者ニーズへの対応、バリアフリ

ー等の基準類への適合、都市部における貴重な樹木の保全、歴史・文化的な視

点からの公園景観の創出等を目的とし、文京区公園再整備基本計画（平成２４

年３月）に基づき全面改修工事を実施した。 
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令和２年 11月 20日現在 

当初契約金額 334,800,000円 （消費税込み） 

契約変更金額 342,317,880円 （7,517,880円増額） 

当初工期 平成 30年 10月１日～令和元年７月 16日 

変更工期 平成 30年 10月１日～令和元年８月 16日 

受注者 日比谷・グリーン産業建設共同企業体 

工事概要 

公園全面改修工事 

対象面積 3,448.70㎡ 

契約変更内容 

・隣接施設の工事の影響による工期延長 

・地盤の一部改良及び防犯カメラ設置用支柱等の追加による増額等 

工事場所 文京区本駒込六丁目 16番 

工事進捗率 100% 

 

イ 監査結果 

本工事の計画、設計、積算、施工、維持管理、工務について調査した結果、

過大な設計や積算、不適切な工事は認められず、おおむね妥当な執行である。 

 

(ｱ) 計画について 

ａ 事前の調査、研究 

事前調査は、文京区公園再整備基本計画に基づき、区民参画による地域ニ

ーズを把握したうえで、主に以下のコンセプトで全面改修を行った。 

(a) 六義公園の特徴である大きな木や広々とした空間を活かした整備 

(b) 子どもたちが色々な遊びを体験できる整備 

(c) 子どもから学生・高齢者まで多くの世代が交流できる整備 

(d) 防災面や安全・安心に配慮した整備 

(e) 六義園とのつながりを大切にした整備 

ｂ 地元住民との調整 

地元住民を対象とした意見交換会を４回開くとともに、小学校、幼稚園等

を対象とするアンケート調査や現地公園での利用者へのヒアリング調査を

通じて要望等を集約している。また、これらにより整備計画についても周知

がされている。 

(ｲ) 設計について 

ａ 維持管理の容易性、経済性 

基本設計の段階から維持・管理部門の各担当者と打合せを重ねており、メ

ンテナンス性を考慮した整備内容としている。材料は主として工場等で製

作された製品を使用するなど、汎用性の高いものを採用している。トイレの

上部には開口部を設けて自然換気とし、園内の照明は全てＬＥＤ化及びソ

ーラー化するなど、メンテナンスフリーやランニングコスト低減に配慮し

ている。 

ｂ 設計、積算の確認体制 

設計、積算のチェック体制は、担当係内で設計担当者以外の者がチェック

した後、係内であらかじめ定められた照査担当者がさらにチェックを行っ
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ており適切である。 

(ｳ) 積算について 

積算は、東京都建設局積算基準（平成２９年８月）及び造園修景積算マニ

ュアル（建設物価調査会、平成２５年１１月）に基づいて行われ、どちらも

積算時の最新版を適用している。単価表により価格を見積もることができ

ない品目については、原則３社のメーカー見積もりを徴し、最低金額の見積

もりを採用している。間接工事費及び共通仮設費の積算を含め、いずれも積

算基準に基づいた積算となっている。 

(ｴ) 施工について 

ａ 施工状況 

本工事は設計図書を遵守して施工されており、現場条件等が異なり、設計

変更が生じた場合はその都度受注者と協議して対応している。これまで施

工不良による不具合は報告されておらず、現地調査においても施工に不良

な部分は見られない。 

ｂ 工程管理、品質管理 

施工は、施工計画書に定めた手順に基づき適切に進められたことが、工程

表、施工報告書及び工事写真等により確認された。また、材料承諾書につい

ては、材料の使用前に受注者から提出され、区が承諾しており、いずれも適

正である。 

(ｵ) 維持管理について 

他の区立公園と同様に、委託業務と直営業務による維持管理を行ってい

る。外部への委託業務では、公園清掃、トイレ清掃、芝生管理、水景施設及

び樹木、遊具の点検等を実施している。区職員が行う直営業務では、日常的

な施設点検、簡易な補修及び中低木の剪定等を実施しており、いずれも適切

に管理されている。 

(ｶ) 工務について 

工事契約に当たり、制限付一般競争入札のため、受注者の選定は公告文

で示した資格要件について契約委員会において資格審査を行っている。 

契約変更については、六義公園を横断している隣接する東京都立六義園

のガス管、下水管の老朽化に伴う東京都の緊急補修工事、水景ピット基礎

部分の地盤改良、新たな方針に基づく防犯カメラ用の支柱設置等を理由と

しており、適切である。 

 

ウ 意見 

草地広場（332㎡）は、公園再整備後の利用者増等により当初の想定以上に芝

生の傷みが早くなっている。このため、一定期間使用すると養生期間を芝生の

状態に応じて設定している状況であり、かつ冬期の芝生の養生期間も必要であ

る。現在の状況が続くのであれば年間を通じた利用が困難となる。今後の活用

については、芝生の状態や利用の仕方を踏まえ、住民に効果的に利用されるよ

う、地元、利用者等の意向を聴取しながら多角的に検討されたい。 
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（別紙） 

工 事 監 査 実 施 標 準 

平成１７年４月２５日 委員決定 

１ 土木工事関係 

 （１）工事費が 5 千万円以上の工事 

 （２）特色のある工事  

 ２ 公園工事関係 

 （１）工事費が 5 千万円以上の工事 

 （２）比較的大規模な改良工事 

３ 建設工事等（設備工事を含む）関係 

 （１）新規の建設工事 

 （２）工事費が 5 千万円以上の改修工事 

 （３）特色のある工事 
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（別表） 

 

 

工 事 監 査 の 着 眼 点 
     

分 

野 
項   目 着  眼  点 

１ 

 

計

画 

⑴ 工事の実施計画 

① 事前の調査、研究は十分行われているか 

② 施設の目的に照らして計画の規模が過大となってい

ないか 

③ 施行目的を達成する合理的、効率的工法となっている  

  か 

④ 工事の規模、難易度等から判断して工期が適切に設定

されているか 

⑤ 全体計画、または関連工事との連絡調整は適切に行わ

れているか 

⑥ 将来の施設、設備設置計画を配慮した内容になってい

るか 

２ 

 

設

計 

⑴ 施設の設計・積算 

① 設計、積算は合理的、経済的に行われているか 

② 工事に係わる調査、設計等の委託は適切か 

③ 施設の機能が確保できる構造、使用材料となっている 

  か 

④ 新技術、工法の検討が十分なされた設計となっている   

  か 

⑤ 事前調査が適切になされているか 

⑥ 現場の条件に適合した設計となっているか 

⑦ 標準設計図の正確な適用がなされているか 

⑧ 維持管理の容易性、経済性を検討したものとなってい

るか 

⑨ 施工中及び竣工後の維持管理において安全が確保さ

れているか 

⑩ 設計、積算を確認する事務体制は効果的に機能してい

るか 

⑪ 資源の有効かつ効率的利用がはかられているか 

（（ ⑵ 設計図書の表示 

① 設計図書に設計意図が十分に表現されているか 

② 設計図書の表現に誤りがないか 

③ 設計図と仕様書との間に矛盾はないか 

⑶ 法令、技術基準 

① 準拠すべき法律、条例、規則等に違反している部分は

ないか 

② 関係する技術基準、指導指針を正しく理解した設計と

なっているか 
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３ 

 

積

算 

⑴ 積算基準 

 

① 積算基準の内容に矛盾はないか 

② 積算基準の改正が適正になされ、十分に周知されてい

るか 

③ 積算基準の適用が適正に行われているか 

④ 歩掛り、単価は妥当か 

⑵ 積算における不合理、違算 

① 積算基準に基づいた正しい積算となっているか （特

に、間接工事費、諸経費類について） 

② 工法、器材の選定が合理的・経済的に行なわれている     

  か 

③ 数量算定、単価・歩掛りの適用に誤りがないか 

④ 見積りによる積算において、その検討が適正になされ

ているか 

⑤ 一式計上としている項目の内容は適正なものとなっ

ているか 

４ 

 

施

工 

⑴ 施工 

 

① 施工に不良な部分は見受けられないか 

② 出来高不足はないか 

③ 契約図書に示した指定工法は守られているか 

④ 工程管理、品質管理、安全管理等が適切に行なわれて

いるか 

⑤ 施工段階ごとの必要な立会い、確認、承諾、検査が適

正に履行されているか 

⑥ 設計が現場の実態に適合しない場合の処置は適時、適

切に行われているか 

⑵ 施工管理 

① 工事記録（工程表、日誌、写真等）は整備されている   

  か 

② 使用材料の品質、器械類の性能確認は適正に行われて 

いるか 

③ 必要な承諾図の提出がなされているか 

④ 発生材の処理は適正になされているか 

⑤ 中間検査、竣工検査は適正に行われているか 

５ 

 

維

持

管

理 

⑴ 維持管理 ① 施設、設備機器の維持管理は適切に行われているか 

６ 

 

工

務 

⑴ 工事契約 

① 工事実施前の処置（許認可事務等）は適正に行われて 

いるか 

② 契約関係書類が整備されているか 

③ 契約方法は適正か 

④ 施工業者の選定が工事内容に適合しているか 

⑤ 契約内容が起工意図に適合しているか 

⑵ 工事の事務処理 

① 現場の状況あるいは条件変更に伴う設計変更は適切 

かつ迅速に行われているか 

② 維持管理要領書が整備されているか、また、その内容 

は適正か 

③ 管理部門への引継ぎ等の事務処理が、遅滞なく適正に 

なされているか 

 

 


